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よ
り
よ
い
図
書
館
づ
く
り
を

本
年
度
よ
り
、
橋
本
貫
前
会
長
さ
ん
の

後
を
引
継
ぎ
ま
し
て
会
長
職
の
仕
事
を
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
前
会
長

さ
ん
が
立
派
な
方
で
あ

っ
た
だ
け
に
そ
の

責
任
の
重
大
さ
を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

近
年
、
図
書
館
は
生
涯
学
習
の
場
と
し

て
見
直
さ
れ
、

全
国
的
に
整
備
さ
れ
る
図

書
館
が
急
増
し
て
お
り
ま
す
が
、
反
面
、

気
に
か
け
て
い
て
も
市
町
村
の
財
政
事
情

か
ら
整
備
で
き
な
い
な
ど
、
様
々

で
す
。

府
内
の
図
書
館
関
係
で
働
い
て
い
る
皆

様
方
も
そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
に
お
い
て
色
々

と
悩
み
を
抱
え
て
お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

「
資
料
が
あ

っ
て
、
職
員
が
い
て
、
施
設

が
あ
る
」
図
書
館
を
整
備
す
る
た
め
の
予

算
を
ど
の
よ
う
に
確
保
す
る
か
、
他
の
図

書
館
と
ど
う
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
す
る
か
、
読

書
離
れ
の
傾
向
に
あ
る
と
い
わ
れ
る
人
々

を
ど
の
よ
う
に
図
書
館
に
引
き
つ
け
る
か
、

図
書
館
の
未
来
を
ど
う
す
る
か
等
、
問
題

は
山
積
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
図
書
館

等
連
絡
協
議
会
会
則
で
も
、
協
議
会
の
目

的
は
事
業
等
の
振
興
お
よ
び
相
互
間
の
協

力
を
は
か
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

そ
う
し
た
問
題
や
悩
み
が

―つ

で
も
解
消

で
き
る
よ
う
に
話
し
合

っ
た
り
研
究
で
き

る
場
を
設
け
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
ま
た
、
最
近
は
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア

を
駆
使
し
て
情
報
通
信
が
行
わ
れ
、
ネ

ッ

ト
ワ
ー
ク
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
公

共
図
書
館
に
つ
い
て
も
よ
り
利
用
を
拡
大

す
る
た
め
に
職
域
を
越
え
た
ネ
ッ

ト
ワ
ー

ク
を
行

っ
て
、
少
し
で
も
多
い
情
報
が
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
く
必
要
が

で
て
き
て
お
り
ま
す
。
す
で
に
整
備
さ
れ

た
図
書
館
、
進
行
中
の
図
書
館
、
図
書
館

に
は
至
ら
ぬ
図
書
室
が
あ
り
ま
す
が
、
今

後
は
、
情
報
通
信
時
代
に
向
け
て
お
互
い

に
協
力
し
て
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
組
ん
で
い

館
種
を
越
え
て
京
都
の
図
書
館
職
員
が

集
う
年
に

一
度
の
場
で
す
。

テ
ー
マ
図
書
館
利
用
の
さ
ら
な
る
発
展

を
め
ざ
し
て

十
二
月

一
日
（
木
）

十
三
時
ー
十
六
時
半

同
志
社
大
学
今
出
川
校
地

京
都
府
図
書
館
等
連
絡
協
議
会

日
本
図
書
館
協
会

主場

催所

日

亀
岡
市
立
図
書
館
長

時

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。
私

は
図
書
館
に
慟
い
て
五
年
余
り
に
す
ぎ
ま

せ
ん
が
、
会
員
の
皆
様
方
の
御
意
見
等
を

参
考
に
今
後
の
協
議
会
の
運
営
に
生
か
し

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
図
書
館
に
関

わ
る
問
題
点
、
情
報
等
を
お
寄
せ
い
た
だ

き
、
御

一
緒
に
検
討
を
行
い
よ
り
よ
い
図

書
館
作
り
を
目
ざ
し
て
共
に
頑
張
り
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

亀
岡
市
も
、
図
書
館
情
報
ネ
ッ

ト
ワ
ー

ク
シ
ス
テ
ム
の
指
定
を
受
け
、ソ
ス
テ
ム
作

り
に
取
組
ん
で
お
り
ま
す
。
こ
の
方
面
に

つ
い
て
も
皆
様
方
の
御
支
援
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。
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一
九
九
四
年
度
定
期
総
会
開
催

平
成
六
年
度
京
都
府
図
書
館
等
連
絡
協

議
会
総
会
を
六
月
十
七
日

（金）

に
京
都

府
立
図
書
館
を
会
場
に
開
催
し
ま
し
た
。

出
席
は

二
十
九
館

（他
に
委
任
状
十
三

館
）
で
平
成
五
年
度
会
務
報
告

・
収
支
決

算
、
平
成
六
年
度
事
業
計
画
（
案
）

・
予

算
（
案
）
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
で
は
、

「
資
料
の
相
互
貸
借
実
施

承
諾
館
」
以
外
の
施
設
へ
の
貸
出
を
す
べ

き
か
ど
う
か
、
と
の
質
問
が
出
さ
れ
、
依

頼
を
受
け
た
館
の
判
断
に
委
ね
て
い
る
旨

の
説
明
を
行
い

ま
し
た
。

意
見
と
し
て
は
、

①
未
加
盟
館
の
加
盟
促
進
。

②
日
図
協
評
議
員
会
へ
の
参
加
旅
費
も
会

長
館
の
負
担
と
な
っ
て
お
り
、
当
該
館
の

旅
費
を
圧
迫
し
、
こ
れ
ま
で
に
も
職
員
が

研
修
に
も
参
加
で
き
な
い
状
況
が
生
じ
て

い
る
の
で
旅
費
を
増
額
さ
れ
た
い
。

③
本
協
議
会
の
略
称
を

「
京
図
協
」
に
統

一
し
て
は
ど
う
か

（
「
京
図
連
」

は

「
京

庫
連
」
と
ま
ぎ
ら
わ
し
い
た
め
）
。

と
の
意
見
が
出
さ
れ
、
旅
費
の
増
額
に
つ

い
て
は
、
第
二
回
理
事
会
で
、
略
称
に
つ

い
て
は
来
年
度
の
総
会
に
向
け

て
協
議
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
総
会
の
席
で
、
長
期
勤
続
の
十

一
名
の
方
（
別
掲
）
が
職
員
表
彰
を
受
け

ら
れ
ま
し
た
。

総
会
後
、
八
幡
市
民
図
書
館
の
澤
田
館

長
を
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
、
井
手
町
、
綾
部

市
、
峰
山
町
、
亀
岡
市
、

ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス

の
五
館
の
報
告
を
も
と
に
交
流
協
議
を
行

い
ま
し
た
。

（

文

責

：
事
務
局
）

平
成
六
年
度
表
彰
者

野

口

和

子

（京
都
市
中
央
図
書
館
）

畑

英
光
香
（
同
伏
見
中
央
図
書
館
）

植
田

貴

子

（

同

）

奥

村

尚

美
（
同
下
京
図
書
館
）

若

山

浩

子

（
同
洛
西
図
書
館）

高

坂

邦

男

（向
日
市
立
図
書
館
）

森

田

暉

（
宇
治
市
東
宇
治
図
書
館
）

山
村

温
子

（
宇
治
市
中
央
図
書
館
）

川
畑

修
子

（城
陽
市
立
図
書
館）

鵜

飼

弘

子
（
亀
岡
市
立
図
書
館
）

川
上

元

（京
都
府
立
図
書
館）

〔
理
事
会
報
告
〕

本
年
度
第

一
回
理
事
会
は
、
五
月
十
三
日

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
年
度
は
二
年
任

期
の
役
員
改
選
の
年
に
あ
た
り
、
会
則
八

条
に
基
づ
き
新
理
事
を
確
認
し
、
理
事
の

互
選
に
よ
り
新
会
長
及
び
副
会
長
を
選
出

し
た
の
ち
次
の
議
事
を
協
議
承
認
し
ま
し
た
3

•

総
会
議
案

・

被
表
彰
者

•

新
規
加
盟

（山
城
町
図
書
室
）

•

三
専
門
委

員
会
委
員
長

（
追
）
六
月

一
日
付
で
京
都
府
の
人
事
異
動

が
あ
り
、
顧
問
の
府
立
図
書
館
長
を
は

じ
め
宇
治
市
、
田
辺
町
選
出
の
理
事
及

び
相
互
協
力
委
員
長
、
広
報
委
員
長
が

変
り
ま
し
た
。

又
事
務
局
長
及
び
事
務
局
員
も
変
り

ま
し
た
。

事
務
局
長

事
務
局
員

顧

問

監

事
（平成6~7年度役員等紹介〕

～平成 6.6. 1現在～

理

事

副

会

長

会

長

高

向

洋

祐

（
亀
岡
市
立
図
書
館）

下

戸

明

夫

（峰
山
町
立
図
書
館
）

村

上

敏

明

（
京
都
市
向
島
図
書
館
）

岡

田

友

明

（
京
都
府
立
図
書
館
）

小

山

雄

一

（
宇
治
市
中
央
図
書
館
）

安

岡

義

隆

（長
岡
京
市
立
図
書
館
）

山

崎

隆

男

（
田
辺
町
立
中
央
図
書
館
）

人

魯

亨

（
京
北
町
文
化
セ
ソ
タ
ー
）

河

崎

雪

雄

（綾
部
市
図
書
館
）

入

柿

工

美

（
宮
津
市
立
図
書
館
）

北

尾

辰

雄

（久
御
山
町
立
図
書
館
）

橋

本

賓

（
福
知
山
市
立
図
書
館）

高

木

多

喜

男

（京
都
府
立
図
書
館）

太

田

至

郎

（
京
都
府
立
総
合
資
料
館
）

北

川

恵

三

（
京
都
市
中
央
図
書
館
）

森

善

之

荻

野

正

己

田

中

か

ず

子

（京
都
府
立
図
書
館
）

（館 長 異 動）

京
都
府
立
図
書
館

新

高

木

旧

柴

田

京
都
市
東
山
図
書
館

新

山

本

旧

前

田

宇
治
市
中
央
図
書
館

新

小

山

雄

旧

石

沢

誠

田
辺
町
立
中
央
図
書
館

新

山

崎

隆

旧

田

口

政

加
茂
町
立
図
書
館

新

田

中

幸

旧

松

田

幸

和
知
町
ふ
れ
あ
い
セ

ソ
タ
ー

新

野

間

重

次

郎

旧

畑

喜
代
治

八
木
町
立
郷
土
資
料
館

新

斉

藤

旧

田

中

園
部
町
立
園
部
図
書
館

新

小

嶋

一

旧

高

木

大
江
町
図
書
館

新

伊

藤

友

旧

城

下

萬

井
手
町
図
書
館

（
新
設
）

新

林

芳

泰悦

男 二士ロ 茂夫 晋 進 雄枝 広男 司 一 宏久

多
喜
男質

*
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本
年
三
月
以
降
、
加
盟
館
に
お
い

て
次

の
と
お
り
館
長
異
動
が
あ
り
ま
し
た
。
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井
手
町
図
書
館
オ
ー
プ
ン

井
手
町
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
事

業
に
よ
り
建
設
さ
れ
た
、
住
民
待

望
の
町
立
山
吹
ふ
れ
あ
い
セ
ソ
タ
ー

が
、
七
月
十
四
日
開
館
し
ま
し
た
。

三
階
建
の
ふ
れ
あ
い
セ
ソ
タ
ー

は
、
延
床
面
積

一
、
四
八
七
2m
、

一
階
の
図
書
館
は
六

ニ
ニ
2m
で、

生
涯
学
習
の
拠
点
と
な
る
複
合
施

設
で
す
。

図
書
館
の
主
な
面
積
は
、
約
三

万
冊
の
図
書
を
開
架
す
る
三
七
〇

2m
の
フ
ロ
ア
、

二
万
冊
以
上
の
資

料
を
収
蔵
す
る
四
八
2m
の
電
動
集

密
式
書
庫
、
他
に
ロ
ッ
カ
ー
室
、

車
庫
等
専
用
部
分
八
〇
2m
、
風
除

室

・
展
示
ロ
ピ
ー
等
共
用
部
分
一

ニ
四
面
と
な

っ
て
い
ま
す
。

開
館
当
初
の
資
料
は
、
一
般
図

書

一
四
、
六

0
0冊
、
児
童
書
九
、

九

0
0冊
で
図
書
は
二
四
、
五
〇

0
冊
、
視
聴
覚
資
料
は

V
T
R
、

L
D
な
ど
一

、

ニ
ニ

四
タ
イ
ト
ル

と
多
く
お
い
て
い
ま
す
。

図
書
館
で
の
資
料
管
理
は
、
パ
ー

ソ
ナ
ル
コ
ソ
ピ
ュ
ー
タ
で
行
っ
て

い
ま
す
。

主
装
置

一
台
、
カ
ウ
ソ
タ
ー
端

末
機

一
台
、
利
用
者
端
末
機
二
台
、

ハ
ソ
デ

ー
タ
ー

ミ
ナ
ル
ニ
台
を
保

有
し
、
日
常
業
務
の
処
理
が
迅
速
、

が
で
き

古

f
しヤ’

タ
ー
ト

正
確
で
利
用
者
に
も
大
変
喜
ば
れ
て
い
ま

す
。
特
に
利
用
者
用
の

二
台
は
タ
ッ
チ
バ

ネ
ル
式
デ
ィ
ス
プ
レ

ー
で
だ
れ
で
も
手
軽

に
検
索
で
き
る
と
と
も
に
コ
ソ
ピ
ュ

ー
タ

図
鑑
の
読
取
り

(
C
D
I
R
O
M
)
や
全

国
出
版
情
報
の
検
索
、
イ

メ
ー
ジ
ス

キ
ャ

ナ
ー
に
よ
る
映
像
も
可
能
な
最
先
端
機
種

で
す
。
こ
れ
ら
の
コ

ソ
ビ
ュ

ー
タ
シ
ス
テ

ム
は

今
後
の
図
書
館
サ
ー
ピ

ス
に
は
不
可
欠

で

す
が
、
利
用
者
が
コ

ソ
ビ
ュ

ー
タ
を
身
近

に
感
じ
、
気
軽
に
利
用
す
る
た
め
に
、
人

口

一
万
人
以
下
の
町
村
で
は
数
少
い
コ
ソ

ピ
ュ
ー
タ
図
鑑
を

二
十

一
タ
イ

ト
ル
揃
え

て
い
ま
す
。
効
果
は
抜
群
で

二
台
の
端
末

機
は
フ
ル
回
転
し
て
い
ま
す
。

開
館
か
ら
八
月
末
ま
で
、
登
録
率

一
七

％
、
貸
出
人
数
九
千
人
余
、
貸
出
冊
数

一

二
、
七
八
四
冊
、
開
館
日
数
四
十
一
日
で

r・1 ::~ 一
―
•四

l

冊
の
利

用
と
井

手
町
図

書
館
は

ま
ず
好

調
な
ス

K
T
R
峰
山
駅
を
下
車
す
る
と
、
左
前

方
に
小
高
い
丘
が
見
え
、
そ
の
丘
の
上
に

府
立
丹
後
文
化
会
館
と
峰
山
町
中
央
公
民

館
が
あ
っ
て
‘

―
つ
の
文
化
ゾ
ー
ソ
を
形

成
し
て
い
ま
す
。
こ
の
丘
は
弥
生
環
濠
遺

跡
で
有
名
な

「
扇
谷
遺
跡
」
で
す
。
峰
山

町
立
図
書
館
は
、
こ
の
丘
上
の
中
央
公
民

館
三
階
に
あ
り
、

「
古
代
丹
波
王
国
」
の

中
心
の
地
と
も
い
わ
れ
る
地
域
を
眼
下
に

眺
望
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

図
書
館
が
こ
の
場
所
に
移

っ
て
き
た
の

は
昭
和
五
十
五
年
で
す
が
、
開
設
は
昭
和

二
十
七
年
で
、
以
後
、
丹
後
震
災
記
念
館

等
を
経
て
現
在
地
十
五
年
目
で
す
。

峰
山
町
立
と
は
い
え
丹
後
六
町
唯

一
の

． 峰山町立図書館
・出

． 
h 

公
共
図
書
館
と
し
て
、
所
蔵
す
る
震
災
資

料
や
歴
史
資
料
、
蔵
書
等
、
丹
後

一
円
の

人
々
に
も
利
用
さ
れ
、

文
化
ゾ
ー

ソ
の

一

機
能
を
発
揮
し
て
き
ま
し
た
。

町
の
人
ロ

一
万
四
千
余
、
図
書
館
貸
出

登
録
者
数
二
千
名
、
貸
出
冊
数
六
万
八
千

冊

(
H
5
統
計
）
利
用
者
の
八
割
は
顔
と

名
前
が
館
員
側
で
わ
か
る
と
い
う
、
ま
さ

に
田
舎
の
町
な
ら
で
は
の
図
書
館
で
す
。

平
成
三
年
か
ら
十
六
の
地
区
へ

B
M
の

運
行
も
始
め
ま
し
た
。
又
、
図
書
館
と
し

て
、
毎
年
、
町
内
小
中
学
生
を
対
象
に
実

施
し
て

い
る

「
読
書
感
想
文
募
集
」

も、

今
年
で
第
三
十
五
回
と
い
う
歴
史
を
も
つ

等
、
地
域
と
共
に
、
地
域
に
奉
仕
す
る
図

書
館
と
し
て
懸
命
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。



(4) 

〔
研
修
研
究
委
員
会
〕

委
員
長
村

上

敏

明

京
都
市
向
島
図
書
館

委

員梅

原

武京
都
市
左
京
図
書
館

斎

藤

隆

司

長
岡
京
市
立
図
書
館

田

中

芳

子

城
陽
市
立
図
書
館

森
本
三
貴
子

久
御
山
町
立
図
書
館

出

口

宏

子

八
幡
市
立
八
幡
市
民
図
書
館

藤

井

洋

子

田
辺
町
立
中
央
図
書
館

生

澤

誠

一

木
津
町
中
央
図
書
館

大

西

窓

典

加
茂
町
立
図
書
館

坂

田

智

子

精
華
町
立
図
書
館

鵜

飼

弘

子

亀
岡
市
立
図
書
館

河
田
美
奈
子

舞
鶴
市
立
西
図
書
館

下

戸

明

夫

蜂
山
町
立
図
書
館

矢

部

弘

毅

京
都
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
点
字
図
書
館

比
嘉

雅

子

山
田

泰
代

委
員
長
小
山

委

員藤
原
原
田
寺
島
宇
野

孝
子
正
彦
隆
司
亜
紀

雄

北

川

智

子

神
田

原

山

本

美

幸

谷

義

明

岡

本

知

子

小
西
み
ゆ
き

小

林

育

子

委
員
長
岡
田

委

員小
川
美
恵
子

岡

野

英

彦

平

田

浩

三
友
明

〔
相
互
協
力
委
員
会
〕

京
都
府
立
図
書
館

京
都
市
中
央
図
書
館

向
日
市
立
図
書
館

八
幡
市
立
八
幡
市
民
図

書
館
田
辺
町
立
中
央
図
書
館

木
津
町
中
央
図
書
館

亀
岡
市
立
図
書
館

福
知
山
市
立
図
書
館

宮
津
市
立
図
書
館

京
都
府
立
総
合
資
料
館

京
都
府
立
図
書
館

〔
広
報
委
員
会
〕

宇
治
市
中
央
図
書
館

宇
治
市
中
央
図
書
館

京
都
市
向
島
図
書
館

舞
鶴
市
立
東
図
書
館

田
辺
町
立
北
部
住
民
セ

ソ
タ
ー
図
書
室

京
都
府
立
総
合
資
料
館

京
都
府
立
図
書
館

河

原

忠

京

都

府

立

総

合

資

料

館

西

村

隆

京

都

府

立

図

書
館

◎
相
互
協
力
委
員
会
よ
り

四
月
か
ら
実
施
し
た

「
F
A
X
版

W
A

N
T
E
D
」
は
図
書
館
間
の
相
互
協
力
活

動
の
要
と
し
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
半
年
間
の
実
施
状

況
を
顧
み
ま
す
と
達
成
率
の
問
題
な
ど
幾

つ
か
の
改
菩
す
べ
き
課
題
も
あ
り
ま
す
。

今
年
度
は

「
W
A
N
T
E
D
」
を
定
着

さ
せ
る
た
め

に
、
実
態
調
査
の
検
討
を
始

め
、
相
互
貸
借
事
業
に
つ
い
て
担
当
者
間

の
交
流
会
も
計
画
し
て
い
ま
す
。

今
後
の
段
取
り
と
し
て
は
相
互
協
力
の

推
進
を
図
る
の
た
め

に
、
年
内
に
委
員
会

を
開
催
し
、
事
業
の
具
体
化
に
つ
い
て
協

議
し
ま
す
。

◎
研
修
研
究
委
員
会
よ
り

平
成
六
年

・
七
年
度
の
研
修
研
究
計
画

の
検
討
の
た
め
、
さ
る
十
月
五
日
田
辺
町

立
中
央
図
書
館
で
、
研
修
研
究
委
員
会
を

開
催
い
た
し
ま
し
た
。

今
年
の
総
会
で
も
、
職
員
研
修
の
大
切

な
こ
と
が
強
調
さ
れ
、
今
年
も

一
泊
研
修

を
開
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
一
泊

研
修
を
よ
り
充
実
し
内
容
に
す
る
た
め
に
、

委
員
会
で
は
、
目
下
検
討
中
で
す
。

二
月
上
旬
を
目
途
に
考
え
て
お
り
ま
す
。

関
係
各
位
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
児
童
奉
仕
な
ど
の
グ
ル
ー
プ

活
動
も
乎
成
六

・
七
年
に
か
け
て
具
体
化

を
図
る
よ
う
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

ヽ
編

集

子

（
追
）
一
泊
研
修
予
告

二
月

二
日
（
木
）
、

三
日
（
金
）
に
八
幡
市

内
で
開
催
を
予
定
し
て
お
り
、

主
な
テ
ー

マ
と
し
て
は
資
料
選
択
、
業
務
改
善
な
ど

を
検
討
協
議
中
で
す
。

◎
広
報
委
員
会
よ
り

”
京
図
連
“
‘
”
京
図
協

＂
の
二

通
り
で
呼
ば
れ
て
い
る
当
協
議
会
の

略
称
、
い

っ
そ
の
こ
と
”
京
図
連
協
“

と
統
一
す
れ
ば
ど
う
で
し
ょ
う
。

広
報
委
員
会
で
は
す
で
に
使
用
し

て
い
ま
す
よ
。

九
月
九
日
に
宇
治
市
中
央
図
書
館
で
第

一
回
の
会
合
を
も
ち
ま
し
た
が
、
次
の
こ

と
が
ら
を
確
認
し
あ
い
ま
し
た
。

•

会
報
の
年
三
回
発
行
を
踏
襲
す
る

。

•

会
報

の
使
命

は
情
報
提
供
と
会
の
活

動
記
録
で
あ
る
。

•
会
報
紙
面
の

主
構
成
と
記
事
取
材
編

集
の
分
担
゜

•

次
回
は
十

一
月

二
十
五
日
に
、
府

立

総
合
資
料
館
に
て
開
催
。


